
3．　活動の記録

　本年度の分科会活動は，昭和61年4月23日の第一回会合以来，昭和62年4

月23日まで，表・1－1（活動の記録）に示すように合計8回の会合を重ねた．

表・1－1活動の記録

回 日　　時 会　合　場　所 出席者 テーマ・内容等

一1 61／04／23 住友金属（株） 10 昨年度の活動を振り返って他

2 61／05／30 三井造船（株） 11 今年度の研究テーマ・研究方

法についての討議

3 61／07／04 パシコン（株） 10 〃

4 61／08／29 （株）宮地鉄工

　　所

10 “新交通システム土木構造物

設計指針”の調査結果の報告

5 61／10／16 川崎重工業（株） 12 〃

6 61／12／11 三井造船（株） 12 新交通・モノレールの現状調

査・問題点についての報告

7 62／02／19 パシコン（株） 11 同調査結果の報告，今年度の

まとめ

8 62／03／26 パシコン（株） 11 報告書のまとめについて他

4．　活動の内容

　既述の一活動目標の設定”及び”活動のスケジュール”に従って，各会員

を適宜グループ分けし，今年度の調査・研究を実施した．

その成果として，次ぺ一ジ以降に今年度の調査・研究のまとめを報告する．
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調査結果のまとめ

1．　新交通システム・モノレールに関する現状調査のまとめ

現状調査

1）目的

　この調査の目的は　現在設計が完了している　新交通およびモノレールの現状

を調査し　一般知識を得るとともに　この調査結果をとりまとめて　これからの

設計計画の一助となるような　図表を作成するための基礎資料を収集することで

である。

2）調査結果

　図一1～11に
示す。

この調査に基づいて　各項目毎に整理し図化を試みた結果を

図一1
図一2～5

図一6
図一7，8

図一9
図一10

図一11

支間と桁高の関係（新　交　通）

　　　”　　　　（モノレール》

支問と鋼重の関係（新　交　通）

　　　”　　　　（モノレール）

支閻頻度図　　　（新　交　通〉

縦リブ間隔頻度図（新　交　通）

横リブ問隔頻度図（新　交　通）

　なお

した。

調査結果表　並びに各路線構造物の鋼構造主桁断面図を資料として添付
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2．　新交通システム・モノレールに関する現状調査の資料

路線名：　神戸新交通ポートアイランド線

形　　式 支　閤（皿）
曲線
半径
（肌〉

鋼　　重

（t加）

桁高
（配）

主要材質

板厚（㎜）

最大
　最小

縦　リ　ブ
横リブ閻隔

　（肌）
備　　　考間隔（㎜）

大きさ（㎜）

1 単純鋼床版箱桁 21．7 oo 1．22 1．50 SHA41A
12

12
　385
120×12

1356 B100橋　ヂ
（複線）

2
2径閻連続鋼床

版箱桁
44．6＋44．6 200

（メタルピアー

込み）

　1．98

1．60 SMA50
36

12
　385
160×16

1250 B繍　ア
　　　　　　　　　剛猛

3 〃 54．5＋51．9 100 1．81 1，60’ S甑50
25

12
　364
150×12

1265 B103L橋

（単線）

4 〃 30．6＋39．8 一部R
　oo

1．60 1．60 S閥A41
12

12
　364
150×12

1242 BIO51橋

（単線）

5 〃 42．1＋52．3 一部R
　oo

1．83 2．10 SMA41
22

12
　364
150×12

1317 B107L橋

（単線）

6 単純鋼床版箱桁 53．55 ほ　ぼ

　oo

1．74 2．10 SMA50
19

12
　364
120×12

1200 B108C橋

（単線）

7 単純合成箱桁 21．7 oo 0．78 1．04
SMA50

SHA41

19

12

675（下フランジ

　　150×10
3600 B177橋　　【＝＝コ

　　　　　1」
（単線）

8 〃 28．9 oo 0．85 1．24
S”A50

SMA41

25

12
675（　”
　　150×10

4817 B180橋　　　ク

（単線）

9 〃 34．0 100 0，865 1．24
SMA50

HSA41

28

12

675（　”　　）

　　150×10

4212 B181橋　　　〃

（単線）

10 3径閻連続鋼床

版箱桁
34．8＋49．2＋34．8 100 1．62 1．50 SMA50

19

12
　303
120×12

1230 B182橋

（単線）

11 単純鋼床版箱桁 38．4 oo 1．51 1．30 S”A50
19

12
　303
120×12・

1200 B190橋

（単線）

あ



路線名：　大阪南港ポートタウン線

二

形　　式 支　　問（翫）
曲線
半径
（翫）

鋼　　重

（t／翫）

桁高
（瀧）

主要材質

板厚（㎜）

最大
　最小

縦　リ　ブ
横リブ閻隔

　（㎜）
備　　　考閻隔（㎜）

大きさ（㎜）

1 3径間連続合成

箱桁
34．5＋39．0＋34．5 oo 0．82 2．OO

SM53

SM41

20

10

325（下フランジ）

　　140×15

1220 一
口

2 〃 35．5＋39．4＋36．2
一 0．90 2．00

SM53

SM41

18

10

325（下フランジ）

　　140×15

1000

3 〃 37．4＋40．0＋36．5
一 O．89 2．OO

S牌53

SH41

18

10

325（下フランジ）

　　140×15

1000

4 〃 35．5＋36．O＋52．5 oo 1．06 2．50、
SM53

S網41

25

10

325（下フランジ）

　　140×15

1125

5 〃 43．5＋45．O＋34．5 ◎◎ 0．91 2．20
SM53

SM41

20

10

325（下フランジ1

　　140×15

900

6 2径閤連続非

合成箱桁
37．3＋44．7 500 0．42 1．60

SM41B

SH50Y

28

12
　420
200×28

2200 RC床版



路線名：　ユーカリが丘線

形　　式 支　　間（瀧）
曲線
半径
（翫）

鋼　　重

（t／浦

桁高
（翫）

主要材質

板厚（㎜）

最大
最小

縦　リ　ブ 横リブ閻隔

　（㎜）
備　　　考間隔（㎜）

大きさ（㎜）

1 3径間連続箱桁 25．4＋30．0＋25．4 oo～60 1，404 1．20 SS41

9
9

375

120×10

1400

2 単純箱桁 24．45
100～293

1，410 1．20 SS41

9
9

375

120×10

1400

あ

路線名：桃花台線

形　　式 支　　間（瀧》
曲線
半径
（翫）

鋼　　重

（t／硫）

桁高
（浦

主要材質

板厚（㎜）

最大
最小

縦　リ　ブ 横リプ閻隔

（傭）
備　　　考問隔（㎜）

大きさ（㎜）

1 単純合成板桁 25．3 oo 0，560 1．05 SM58
34

13
4265

2 〃 34．4 oo 0，936 1．90 SM50Y
32

11
4300



路線名：　横浜新交通　金沢シーサイドライン

ヨ

形　　式 支　　間（肌）

曲線
半径
（肌）

鋼　　重

（t／7π）

桁高
（皿）

主要材質

板厚（簾）

　最大

最小

縦　リ　ブ 横リブ閻隔

　（㎝）
備　　　考間隔（㎜）

大きさ（㎜）

1 3径閻連続RC床

版箱桁
29，050＋40，000＋30，550 100 1，000 1．30

SM50Y

SM41

23

10
　280
160×16

2400 P246～P2492－BOX

2 2径間連続RC床

版箱桁
33，878＋33，103 110 1，170 1．30

S凹50Y

SH41

30

10
　280
220×22

1880 P249～P2512－BOX

3 3径間連続鋼床

版箱桁
33，525＋34，216＋33，525 oo 1，190 1．50

SM50Y

SM41

18

10

410，460

160×14

2800 P292～P2951－Box

4 〃 34，525＋35，OOO＋34，525 348 1，210 1．50
SM50Y

SM41

20

10
　460
160×14

2900 P307～P3101－BOX

5 〃 34，450＋35，OOO＋34，525 140 1，400 1．40
SM50Y

SM41

28

10

425，450

160×14

3000 P381～P3842－BOX

6
4径閻連続鋼床

版箱桁
4＠46，0＝184．0 203 1，513

1．40ん

　　2，30

SM50Y

SH41

22

10
　450
160×14

1438

変断面桁1－BOX

M，F．F．ト1，H

p413～p417



路線名：　都市モノレール小倉線

形　　式 支　閻（れ）
曲線
半径
（皿）

鋼　　重

（t／7π）

桁高
（配）

主要材質

板厚（㎜）

最大
　最小

縦　リ　ブ 横リブ問隔

　（㎜）
備　　　考閻隔（㎜）

大きさ（㎜）

1 単純桁
（複線）

29，125 500 2．30
S”50

SM41

28

10
　315
190×16

1218

2 　〃
（〃　）

50．7 oo 3，318
SM50

SM41

38

13
　315
190×16

1205

3 　〃
（〃　〉

39．0 1000 2．90 SH41
25

12

　315
190×16

1221

4 　〃
（　〃　〉

29．0 80 2．90 SM41
32

12
　330
190×16

1069

5 　〃
（　〃　）

29．0 1000 1，365 2．50 SM41
32

10
　330
190×16

1213

6 　〃
（　〃　〉

34．0 500 2．70 SM41
32

11

　315
190×16

1218

7 3径問連続桁

（複線）
39．5＋50＋39．5 oo 1．40

2，50～

　　3．00

S凹50

S”41

34

10
　315
190×16

1234

8 単純桁 50．7 oo 1．80 3．30
SH50

SM41

35

23
　315
190×16

1205 上フランジ角小突起鋼板

使用

9 〃 49．7 QO 1．75 3．30
SM50

SM41

35

23
　315
190×16

1205 〃

10 3径間連続桁

（単線）
27．15＋31，445＋27．15 65．0

2．20～

　　2。70

SM41 23 　315
190×16

1310 車庫内軌道桁

11 3径聞連続桁 47．5＋48．0＋47．5 oo 1．57 2．80

SM50

SM41

SM41

34

40

19

　330
190×16

1200

9



旺

形　　式 支　　間（皿）

曲線
半径
（皿）

鋼　　重

（t／ηし）

桁高
（乱）

主要材質

板厚（㎜）

最大
最小

縦　リ　ブ
間隔（㎜）

大きさ（㎜）

横リブ閻隔

　（腿）
備　　　考

12
単純桁 40．O QO 1．53 2．60

SM41

S柵41

32

19

330

190×16

1250

13 3径間連続桁　・ 42．O＋60．0＋42．O 1　部
A＝95

1．83 3．40
SM41

SM41

32

19

330

220×19

1250

14 〃 49．5＋60．0＋49．5 QQ 1，565
2．90～

　3，20

SM41
35

16

330

190×16

1240

15
単純桁 41．0 oo 1，465 2．41 SM50Y

42

12

325

T90×18

2560



路線名：大阪モノレール

形　　式 支　　間（皿）

曲線
半径
（肌〉

鋼　　重

（t／7π）

桁高
（加

主要材質

板厚（㎜）

最大
　最小

縦　リ　ブ 横リブ間隔

　（㎝）
備　　　考問隔（㎜）

大きさ（顧）

1 2径間連続桁 29．40＋24．52 250 1，350 2．65
SM50Y

SM41

28

13

　315
190×16

1157 引込み線桁P302～P304

2 〃 31．4十34．4 oo 1，420 2．70 SM41A
22

16

1130～

　1440

3 5径閤連続桁 45．0＋3＠41．5＋40．5 oo 1．44 2．70
SM53

SM41

25

19
　330
210×22

1300

4 単純桁
（複線）

33，828 ◎o 1，300 2．42 SM41
22

10
　330
190×16

1225 P450～P451

5 　〃
（〃　）

34．8 2000 1，350 2．65 SM41
19

11

　330
190×16

1250 P427～P428

6 　〃
（〃　〉

37．8 450 1，584 3．00
SM50Y

S糾41

22

14
　300
190×16

1191 P514～P516

7 3径問連続桁

（複線〉
39，4十53．4十39．4 oo～

　740
1，440 2．90

SM50Y

S凹41

22

12

　302．5

190×16

1245 P557～P562

8 単純鋼箱桁 67．O oo
『

3．40
SM41

SM50Y

25

12
　360
240×25

2200 軌道桁受梁

　〃（一22皿×3連）

歯

れ



路線名：　沖縄都市モノレール

ロ
曽

形　　式 支　　間（肌）
曲線
半径
（肌）

鋼　　重

（t／翫）

桁高・
（皿）

主要材質

板厚（厭）

最大
最小

縦　リ　ブ 横リブ間隔

　（㎜）
備　　　考間隔（㎜）

大きさ（㎜）

1 単純桁
（複線）

43，789
oo～660 1，591 2．90

SHA50

SMA41

21

10

305

180×16

1227 P261～P262（駅舎付近）

2 　〃
（〃　）

30，748
oo～251

1，381 2．65
SMA50

SMA41

17

10

305

180×16

1292 P88～P89（駅舎付近）

3 単純桁 46．7 280 1，45σ 2．90
SMA50

S凹《41

25

11

305

180×16

2337 P157～P158

4 〃 53．8 320 1，940 3．40 SMA50
34

10

300

180×19

1245



路線名：　千葉都市モノレール

形　　式 支　閻〈肌〉
曲線
半径
（肌）

鋼　　重

（t／ηL）

桁高
（翫）

主要材質

板厚（㎜）

最大
最小

縦　リ　ブ
横リブ問隔

　（㎜）
備　　　考間隔（㎝）

大きさ（㎜）

1 単純桁 28，295 251 1．18 1．55 SM41
199

Bulb　250×12
1500 　H一「　　　　　CIOG3

（53ton）（53ton）

2 2径間連続桁 2＠27．5＝55 QO～

クロソイド
1．08 1，545 SM41

199

Bulb　250×12
1500 　凹一F－M　　　　C10G2

（53）（100）（53）

3 3径間連続桁 3＠30＝90 500 1．08 1，545 SH41
199

Bulb　250x12
1500 　M－F－F一ト1　　　Cl1G6

（53）（100）（100）（53）

4 単純桁
（特殊桁）

44．65
クロソィド

～200
1．58

2，393～

　2。398

SH41
289

Bulb　250×12
1昼00

　M－F　　　　　CIOG13
（100）（100）

5 車両基地桁 3＠30＝90 50 0．73 1，530 SM41
17

9 Bulb　230×11
1200 　鯉一F－F。図　　　KLG1

（53）（100）（100）（53）

6 単純桁
18 oo 1．11 1．54 SM41

199

　1500
Bulb　250×12

1500

7 4径問連続桁 4＠22＝88 QO 1．03 1．54 SM41
199

　1500
Bulb　250×12

1500

8 2径間連続桁 2＠37・4－74・8
○◎～2000

1．25 1，545 SM41
389

　1500
Bulb　250×12

1500

9 単純桁
（特殊桁）

38 1360～

1980
1．37 2．14 SH41

19

9
　1500
Bulb　250×12

コ500
桁高のうち

0．6瀧がBOX

10 3径閻連続桁

（特殊桁）
3＠40冒120 oo 1．42 2．14 SM41

209

　1500
Bulb　250×12

1500 桁高のうち

O，6肌がBOX

11 単純桁
（特殊桁）

43．5 oo 1．49 2．39 SH41
24

9
　1500
Bulb　250×12

1500 桁高のうち

0．85η1がBOX

蕊



謡

F

形　　式 支　　間（班）
曲線
半径
（肌）

鋼　　重

（t／7π）

桁高
（醜）

主要材質

板厚（㎜）

最大
最小

縦　リ　ブ
間隔（㎝）

大きさ（勲）

横リブ間隔

　（伽）
備　　　考

12 単純桁
（特殊桁〉

46 oo
1．50 2．39 SM41

24

9
　　1500

Buib　250×12
1500 桁高のうち

　O．85れがBOX

13 　〃
（　〃　）

54 DO～1000
1．69 2．84 SH41

28

9
　　1500

Bulb　250×12
↑500

桁高のうち

　1，30ηLがBox

14 　〃
（　〃　）

60．7 oo 1．89 3．14 SM41
289

　　1500

Bulb　250×12
1500 桁高のうち

　1，60皿がBOX
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3．　新交通システム土木構造物設計指針（案）における問題点・

　　疑問点・提案一覧表

　　　　　　　　　新交通システム土木構造物設計指針〈案〉 における疑問点。問題点。提案一覧表（1〉

伺　指　針　案　の　内　容　　　　　　　　　　　　　　　　疑　問　点　・　間　題　点 提　　　　　　　　案 備　　考

4章　　使用材料

4－1　鋼　　材

　　　　　　　表一1．4．1標準とする鋼材

O施■管理の省力化を考えた

　　1構造用トルシア形高力ボルト」

　を追加したい。

注）

JSSH－09に
おける締付け軸力

に関する規定を、

日本道路協会規格

（案）に修正して

用いるのが望まし’

い。

6．按合用
　鋼縁

JIS3“86 駐擦按合用高力ポルト

六角ナット．平座金のセット
F8T，FlOτ

6．接合用
綱材

JIS81186 雇擦接合用高力六角ポルト
六角ナット・平座金のセット

F8τ，F10丁 JSS！【・09 構造用トルシァ形高力ボルト

六角ナット。平座金のセット
FlOT

JSS－5 支圧接合用打ち込式高カ
ポルト

B87，BlOτ
』SS・5 支圧捜合用打ち込み高カ

ポルト
B8T．BlOτ

J配S－57605－4　　　　　”， B6τ

．lkS・57605・4
一　〃 B6T

　4－3－2　構造用鋼材の許容応力度

　4－3－2－1　基本許容応力度

注　1）強度の異なる鋼種を接合する場合の溶着部の許容応力度は，低い鋼種

　　に対する憤をとる。

　2）①における材片の純断面は，その総断面からボトル孔によって失われ

　　る断面を除いたものを示す。

　3）④および⑧における突合わせ溶接を行う部材については，放射線検査

』［一謄一　レ　ー　■＿＿＿■一　r　　

・O「突合せ溶接を行う部材」だとすると、検査蚤が

膨大なものとなってしまう。

　　（国鉄建造物設計標準より）

注＝1）強度の異なる鋼種を接合する場合の溶着部の許容応力度は強度の底い鋼種に対ナる値をとる．

　2）①における材片の純断面は・その捻断面からボルト孔によって失われる断面を除いたものを示

　　す．
　　　　　　■　　　　　■　　　　■〔　3）④およぴ③における突合わせ溶接でJRSO500レ1に定みる主要部材について1ま放射線検査

　　または超音波探笛検査を行う・合格規準は放射隷検査において引張継手はJIS　Z3104の2級

　一以上，圧縮継手は3級以上，超音波探傷検査においてJIS　Z3060の3級以上とする．

　4）・③において，ビード方向の引彊・圧誼の場合は100％とする．・、

　　（道路橋示方書より）

　　哩2　溶接の険査

　　　1）　突合せ継手の内蔀欠陥に対する検査

　　　　三）主要部材の突合せ壁手は，放射線透過試験により表‘15．3．8に示

　　　　す1グルーブごとに1継手の按取り検害を行うものとする。ただ

　　　　し・十分な資料を有する場合は・放射線透過試験のかわりに超音波1

　　　　探馬試験を用いることができる．

　　　　　　　　衰一，5・3・8放射綴き過試験
∫

O　できれば道示の規定としたいが、そうで

なければ、建造物設計標準の如く

　　部材　→　主要部材

としたい。

または，超音波探傷検査を行う。合格基準は放射線検査において引張継

手はJIS　Z3104の2級塚上，圧縮継手は3級塚上，超音波探傷検査にお

いてZ3066の3級以上とする。

4）⑧において，ビード方向の引張・圧縮の場合は100％とする。

、　、　－　　　　、
　　、』、蔀　財　　　＼

1食芝㍉トをグノレー
プ分けナる場合の1グ

ルーげの蜷手蓼
搬　影　旗　欽

1枚（端部を含む）引　　彊　　部　　材 晃

圧　　縮　　部　　材 5 1枚

曲
げ
部
材

引張7ラソジ 1 1汝

圧縮フテンジ 5 1改

震隣霧一 1 正枚（引彊側）

ユ 1吹（端部を含む）

銅　　　床　　　暇 正 1枚（端部を含む）

　　ii撒鯛醐試験1よ」ISZ31・4r鷹脳の放射髄過鍛方齢…
　　　よび透過写真の等裂分頓方古」によって行うものとし，試験の拮果

　　は次の規定輔足しな1ナh職らない，
　　　a）引張応力を受ける溶凄部は」IS　Z3104に示す2級以上とする♂

　　　b）圧縮応力を受ける溶接郭はJ【S　Z3104に示す3級以上とする。

　’面）放射髄過隷廊果がii）り規定橘足しない場舘．試拠

　　行ったその継手を不今陪とナる．ただし，

　　　　　　　　　噛・3旨一

険査・ットのグルーブが、 一31一



新交通システムニヒ木構造物設計指針（案〉における疑問点一問題、点一提案一覧表（2〉

同　指　針　案　の　内　容　　　　　　　　　　　　　　　窺　問　点　・　問　題　点 提　　　　　　　　案 備　　考

4－4－4　圧縮応力を受ける板および補剛板

4－4－4－1　圧縮応力を受砂る両縁支持板
oコンクリート床版を打ち降ろす場合は、道示3．2

　の解説に示すとうり、必ずしも本条文による必要は・

　ない事を明記すぺきである。
　，　　一

o床版を有する場合に、

　①非合成桁におけるスラブアンカー筋の

　　配置法
　②合成桁におけるズレ止めの寸法・配置

　とb／tの関係を明確に示してはどうか。

　　　t≧

　　かつ

　　　t≧

　6　19σ2

1

圧椿応力を受ける両縁支持板の板厚および局部座届に対する許容応力度は，次

の規定によるものとする・ただし。プレートガーダーの腹板には適用しないもの

とする．

①　圧縮応力を受ける両縁支持板の板厚は，衰一2。4．17に示す憤以上としなけれ

ばならない．ただし．架設時のみに一時的に圧縮応力を受ける場合の板厚は．

式（2．4．6》を横足すればよい．

　　　表一2。4。17　圧縮応力を受ける両縁支持板の最小板厚

・・（2。4．6》

鋼　種 SS41，S闘41

S凹A41 S闘50
SM50Y．S翼53

S躍A50
S翼58
S闘A58

板　厚
b b b b

56f 48f 46f 40f

b
8

0f

b

g＝応力勾配，9盟

　　220

　ここに，

　　＝

　　　　コ

ー
図一2，4．1

’
い
板
厚
伽
》
b
3
板 の固定縁間距離（一働》，（図軸a4．1参照）

f：応力勾配による係数（ω》，f昌0．65卯3＋0．139＋1．0

　　　　　　σ9　一げ3

　　　　　　　σ　1
　　　　　　　　　　　　　　　　9
　それぞれ板の両縁での縁応力度　（kg／cd》，ただし．

　σ1≧σ2とし，圧縮応力を正とする．　（図一2．4．2参無）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　白

　　　　　　　ヨ　　葺

　　　　　　　　　　　　　　　　　回

　　板の固定縁闇距離　　　　　　図一2。4．2　板の緑応力度

32一



新交通システムニヒ木構造物設計指針（案〉における疑問点一問題点一提案一覧表（3〉

同　指　針　案　の　内　容　　　　　　　　　　　　　　　鶏　問　点　・　問　題　点 提　　　　　　　　　案 備　　考

4－4－4－3　圧縮応力を受ける補剛板

o　コンクリート床版を打ち降ろす場合は、道示3．2

　の解説に示すとうり、必ずしも本条文による必要は

　ない事を明記すべきである。

O床版を打ち降ろす場合に、

　　①非合成桁におけるスラブアンカー筋の

　　　配置法

　　②合成桁におけるズレ止めの寸法・配置

　とb／tの関係を明確に示してはどうか。

守
注
三

圧縮応力を受ける両縁を支持された補剛板に，4－4－4－5の規定を満足す

る補則材が等間隔に配置されている場合は，補剛板の板厚および局部座届に対す

る許容応力度は次の規定によるものとする。ただし，プレートガーターの腹板お

よび鋼床版には適用しないものとする．

（1》　圧縮応力を受ける補則板の板厚は，表一2．4．20に示す笹以上としなければな

らない。ただし，架設時のみに一時的な圧縮応力を受ける補剛板の板厚は，式

（2．4．7》そ満足すればよい．

一

　　　　　・表一2。4．20　圧縮応力を受ける補剛板の最小板厚

肉

綱種 SS41，S腿41

S闘A41

S凹50 S躍50￥，SM53

S凹A50
S闘58
S闘A58

板厚
b
－
5
6

f“

b
－
4
8fa

b’

一
4
6
fn

b
－
40f馳

　　　9；応力勾配，　9＝

σ1　，　σ3

（2》表一2．4．21に示す監とする．

　　　　　b‘n25，

　　　　　　　　b
　　　　　　t≧一・一　　　　　　　　　　　　　（a4．7）
　　　　　　　80fo

　ここに，

　　い板埠（口｝

　　b：補剛板の全幅（ca）（図一2．4．4参照）

l　　　n：縦方向補則材Bごよって区切られるパネル数（n≧2》

　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　9
　　f：応力勾配による係数，f＝0．65く一》2＋0．13（一》÷LO
　　　　　　　　　　　　　　　n　　　　　　　　　　　　n

　　　　　　　　　　σ1　一　σ3

　　　　　　　　　　　σ　1

　　　：それぞれ補剛板の両縁での縁応力度｛㎏／cの，ただし』

　　　　σ巳≧σ2とし．圧縮応力を正とする1図一2・4．5参照｝・

　圧縮応力を受ける両縁を支持された補則板の局部座屈に対する許容応力度は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σ，
図一2．4．4補剛板の全幅 図一2。4．5捕剛板の縁応力度
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新交通システムニヒ木構造物設計指針（案〉における疑問点一問題点・提案一覧表〈4〉

同　指　針　案　の　内　容 疑　問　点　・　間　題　点 提　　　　　　　　　案 備　　考

1

4－4－4－5　補則材

oコンクリート床版を打ち降ろす場合嬬、4－4－4－3と

　の関係から補剛板の局部座屈が、十分防止されると

　考えられるので、補剛材の所要剛度についても大幅

　に低減できると考えられる。

Oコンクリート床版を打ち降ろす場合につい

　て、縦リブの所要剛度の緩和規定を設けて

　はどうか。

　　A‘≧一
　　　　　10糖

　ここに，

13）

　　　　bt3
　1虚≧一　・
　　　　11

　！‘≧一・τ2・M
　　　　11
　　　　むt

γ　一　ゆ　r8．　＝　4　ご3n（　一》雪（1＋　τ1　δ　1　｝

　　　　　　　亀
　　　　　　　　　　　｛4魯
　　　34α2nα←鳳δり一

　　　　　1＋n7いP．璽

　　　　　　4σ3

　4－4－4－3により設計される補剛材の補鋼材は，次の規定を満足しなけれ

ぱならない．

①　鞭方向補剛材の鋼琶は．補剛される板の鋼種と同等以上のものでなければな

　らない。

働　④項により算出された縦方向補則板1個の断面二次モーメント1‘（G目うお

よび断面積A‘‘cのは．それぞれ式（2．4，8》および式（2．4．9）を満足し

　Zよければならない．

　　　　　bt・

　　　　ヒ3捕則板の板厚（Cの

　　　b＝補剛板の全幅｛cの

　　　n＝縦方向補剛材にようて区切られるパネル致

　ア‘・門。　＝③項により算出した縦方向補剛材の必要則比

　鞭方向補剛材の必要剛比7‘・川は次のとおりとする。

　1）α≦σ・かつ（41項により算出した横方向剛材1個の断面二次モーメント

　1‘くc9うが式（2。4．1nを満足する場合

　　　　　　　　t．　　　　　　　　‘α3H｝3

　　　　　　　　｛2，4．9二》

　　　　　　　　（2．4。10，

　　　　　　（t≧t◎｝
　　　腱

＋1）2

　　　（tくt．）　・…　｛2，4の11｝
n
　
　
　
　
　
　
　
　 （2．4。12》

　　　　　　　　1

1 圃1
1

一
図一2．4．6

　　　03且　　　　　b

補剛板の縦搬寸法比α

一 34一



新交通システム土木構造物設計指針（案〉における疑問点一問題、点一提案一覧表（5〉

同　指　針　案　の　内　容 疑　問　点　・　問　題　点 提　　　　　　　　案 備　　考

4－6’一2－1　一　詮

o条文において、縦リブを設けることは“原則”とは Qこの規定を削除するか、もしくは
　　　　　　　P“　　　　　　　胃1賑版雌行蹴下に雛の筒い劉プ澱けることを原則とす’る． なっているものの、実際には以下のような状況が考 「走行路部について構造を選定し　検討を

えられる。 加えた場合は　縦リブを設けなくても良い」

①分岐部においては、必ずしもこのような構造には との条文を付加えてはどうか。
〔解　脱〕

ならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　●本指針（寮）の対象とする新交通システムは，定置走行であり。鋼床版を月い ②RC製等の走行路が存在し、これを横リブで受け

る場合には，一・走行路直下に則監のある綾リブを設ける構造とするのがよい．
　　’

ている場合、走行路自体もそれなりの強度を有し

ただし，走行桁が別信に設けられている場合には。走行桁の支持状態を考巨した ており、これで輪荷重を支持することも考えられ

栂造を験討する必要がある。
る。
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新交通システム土木構造物設計指針（案〉における疑問点・問題点一提案一覧表（6〉

同　指　針　案　の　内　容 疑　問　点　・　閤　題　点 提　　　　　　　　案 備　　考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、一

4－6－2－2　縦リブの設計

o　新交通・モノレール独自で、この表を

作成してはどうか。（1）　デッキプレートの縦リブ上フランジとしての有効幅は次の通りとする。

　　　　　　　表一2．4．31　鋼種と有効幅

o　表一2・4．32　を用いることは簡便であ，るが、これは

鉄道橋のK荷重軸配置をもとに、疲労を考慮して定め

られたもので安全側ではあるが、新交通・モノレール

の軸配置はK荷重より少なく、必ずしも妥当ではない。
鋼　　　　　種 有効幅

SS41，SM41，SMA41 40t
SM50 34t
SM5σY，SM53，SMA50 32t

S図58，SMA58
「
2
8 t

　　　　　　　　t：主桁上7ランジの厚さ

（2）　鋼床版の縦リブの設計に用いる断面力は表一2・4．32によものとする。

　　　　　　　　　　　　ぱ
　　　　　表一2．4。32　鋼床版の縦リブの設計に用いる断面力

　　　　　　　　鋼　種

位　置

SM41

SMA41

SM50，SM50Y，SMA50

SM53。SM58，SMA58

端縦リブおよびそれに準ずる縦
リブ支間中央の曲げモでメント

1．OM。 1。2M。 l
i

中間縦リブの支間中央の曲げモ
ーメント

0．8M。 1．OM。

中間支点上の曲げモーメント 0．75M。 0．9M。

縦リブと横桁との連結部にお
けるせん断力

1．2S。 1．2S。

　注l　M。は縦リプを単純桁として計算した支間中央の曲げモーメント，

　　また，5。は縦リブを単純桁として計算した支点上の反力である。

　この場合の許容応力度は引張りおよびせん断に関しては4－3－2－1に規

定する基本許容応力度，また圧縮に関しては，4－8－2－2に規定する座屈

許容応力度で2／γ鵠0の場合による。
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新交通システム土木構造物設計指針（案）に参ける疑問点一問題点・提案一覧表（7〉

同　指　針　案　の　内　容 疑　問　点　・　問　題　点 提　　　　　　　　案 備　　考

・4－6－2－5　鋼床版の最小板厚

①本規定は道路橋における鋼床版を用いている。 ①tmin－12mm　　及び
（1）デッ串プレートの板厚t（㎜）は次式で算出する値以上としなければならない t　　　　＝0．　035×b

t＝0．035Xb　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．4．4D ②新交通の場合一般に走行路が存在し、さらに の規定は必要ない．
…
！ ただし，t≧12㎜

走行位置は二定している。 ②tmin＝　8mm　とし、応力・変形・

座屈防止の点から板厚を定めるような
ここに，　b　＝縦リ　ブ間隔　（皿面）

規定にしてはどうか。
…
1
12）縦リブの最小板厚は8㎜とする。ただし・腐食環境が良好または腐食に対し

1

て十分な配慮を行う場合は・閉断面縦リブの最小板写を6皿mとしてよい。
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新交通システム土木構造物設計指針（案〉における疑問．点・問題点一提案　覧表（8〉

同　指　針　案　の　内　容 疑　問　点　・　間　題　点　　　　　　　　　　　　　提　　　　　　　　　　案 備　　考

4－8－5㌔2　垂直捕剛材の鋼腫および板厚

o）4．8．5垂直襯幅の項について1よ、鉄道橋の基準

　が用いられている。

＠4－8－5－2（3）項にっいても、鉄道橋の基準を用い

　たらどうか。

o垂直補剛材の最大幅厚比は、16以下とする。

』　　　　　』　一　一　一　『　　一　　　一　』　一一　』　　　■　』　　　一　　　一一　　一

（11垂直補剛材の所要願二次モー〆ント（l！肱の式にようて軸しノニ埴以

上としなけれほならない，

　　　　　　5　　　　1　＝　　一　　d　5　　t　3　γ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　2，4．58》

　　　　　　22

　　　　　ここに，

　　　　　4、＝垂直補剛材間隔｛㎝》

　　　　　　t＝腹板の板厚（cの　’

　　　　　　1：垂直補剛材の穏断面の断面二次モーメントICパ　）で，

　　　　　　　　1の計算における軸のとり方は，図一2．4．28による　ピ

　　　　　　7＝次式によって算出した剛比

　　　　　　　　　　　　D　コ
　　　　　　　　　　γ冨25｛一｝一20
　　　　　　　　　　　　d　　　　　　　ただし，γ勤轟暇瞬、、

　　　　　　　　d＝垂直補剛材の聞隔（㎝，

　　　　　　　　D＝腹板の高さ〔㎝）

ζ2）、垂直補剛材の輻は，腹阪高の1／30に50醗頃を加えた憩以上としなければな

　らない。

③　垂直補剛材の板厚は・，その幅の．1／碍界rしとしなければならない。

　　　　　　板の融材倶ゆ面　　　　　　　板の中，鹸

　　　　x－x翼一一十一5｝」＝

　　　　　　図一2．4．28　1の計算における魎のとり方

4－8－5－3　垂直捕同II材の取付け方

111　垂直補剛材を腹板の片側のみに設ける場合は，垂直補剛材と圧縮フランジと

は溶接しなければならない。

②甜捕剛材を甑の両側に設ける場鵠，劃編と圧縮フランジと鵬

接するか，またはすき間のないように密着さ廿なければならない。
　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
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新交通システム土木構造物最計指針（案〉’における疑問、点。問題点一提案」覧表（9〉

同　指，針　案 の　内　容 　　　　　　　　　　　，疑　問　点　・　問　題　点 提　　　　　　　　案 備，、 考

114
－8－3－1一引張フ乏ンジβ，由聯部の板厚：』；．，∫F ノ’　，『

卜

■　　＿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
　
　
r
　
　
　
…
　
　
　
　
ー
　
ヒ
　
　
ー

i
！
『
！
　
r
I
1
　

1
　
【
｝
　
　
－
　
　

『
　
　

　の限りではない一．

　とする。

1触一

　　　　　　〇一　　■　　一　　　　　r■

｛”走行輪縮臓荷されるフランジ自申突出幅は板厚の10倍以下とする。、

樗し・最小板厚は・か鴻6に示す趾する謹お・

　　　　　　　　　　φ二一．　晶
　　　　　　　　　・l　　l∫
②引張フランジ自由突出部の板厚は・鋼攣にかかわらず舳突出幅の16‘矧下

　　　　　　　　衰よ2．4．36・最小板厚

’

箱形断面の場合はこ

o表一2－4－36の最少板厚は、輪重によ？て変動する

　ものであり、新交通の場合においては、必ずしも

　妥当ではない。

　o新交通・モノレール独自の表を作成しては

一　どうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

9

1 鋼　　　種 乙』∵マ 最小板厚価）

㌧ SS41，SH41，・S隔41．
　　　、

16町，

岬　　　　　　、　　凶　　　． SM50’・ 13　・
。‘二

！

｛

SM50Y死S瓢53・S翼A501
S翼53，SMA58 。12 ！

’

r

一；：

　「　需、．

’
〔
解

・｝説〕，・’

P
　
曹
．

て自由突出幅を定めた6，

一　　一　　　　　一　　　　　『　　　　　　■　　　　　　　　　一　　『　7　　　　　　窄　　　　　幽　　　　■　一　　－

　　　　　　．r書1・　1肝」㌔・

走行輪が1形断面の7乏マテ上に直接載荷される場合・晦板直上のフランジに

は産行輪の横移動量に酪大き郷痘力欄る峡の局部聯　し

　　　　　　　！酵ジ懲埼・n
　　　　　　　…一寸’ ”』

　　　　　　　　　f
　　　　　　　甲　　　i

　　　　　　｝

　　『　　　　　　　　一

’彰し驚ゴ㌃、，：て，、；く，τ

、胃』．二

■　　　　曹　一

　　　丁
ヨ’一～

量

〆　　’　　　　　　一

　　　∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　■　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　『

　　　　　　　1

『　■　冒

　　＿　　；

　　　　一こ．・

　　　　　　　　　　　　　　　、

一
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